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1。 問題お よび先行研究

40歳から60歳にあたる中年期は,自 分の身体的変

化,子 どもや親との関係性から,否応なしに自分の年

齢が人生の後半にさしかかったことを意識し始める。

そして,若い時と違い,時間的展望の逆転が起 り,自

分の時間と能力の有限感のなかで,ただ理想を追い求

めるようなことはなく自分に出来ることを考えていく

こととなる。

Neugaien(1979)に よれば,中 年期は,ラ イフサ

イクルで特徴的な時期として受け取られていて,その

特徴の一つが,他の世代に較べ多様性に富むことが質

的に違う。また,中年期の人は,自 分の位置を,自 分

を達成する上で重要な手がかりとしての生物学的時間

年齢より,それぞれの人生の文脈一身体,経歴,家族

―の中に見る。また,そ して,よ り複雑な環境やより

高度に個別化された自己を扱うのに,中年期はその資

格と可能性が最大の時期で,衝動的な人生をコントロ

ールする感覚が増える時でもあるとした。

白井 (2001)は ,あ る時点における個人の心理的過

去および″亡ヽ理的未来の総体である時間的展望の中で

も,未来に関する将来展望は,中年期では広がりと現

実性が最大になるとした。また,Neuganen(1979)

と岡本 (1985)は ,人生に関わるような長期的な時間

的広がりである時間的展望は中年期で逆転が起こると

した。人生 を生 まれてか らの時間 と (time― since―

binh)と ,あ とどれぐらいの時間が残されているか

(time―le■ _to― live)と いう観点から, もはや残された時

間が限られたとして,時間的展望を再構成するもので

あるとした。

これらのことから Levinson(1978)は ,“成功はさ

ほど絶対的でなく,失敗もさほど悲惨ではない"よ う

な夢を再びつくり直すことによって,それを追うこと

を楽しめるようになるとしている。中年期の人々は,

自分一人ではなく周りとの関係性のなかで,今までの

人生の中での成功や失敗経験の中で獲得した現実対応

能力を駆使 して,過去の人生の出来事と将来の人生の

出来事の両方と均衡をとりながら,後半の人生に備え

る充実した中年期のあり方を考えているといえる。ま

た,それが,中年期から高年期にかけての心理的な健

康につながることになる。

一方,人生の出来事は,従来の研究からはス トレス

を伴う事件と関連づけられてきた。SantrOck(1978)

は,配偶者の死,離婚,結婚などの人生事件はいろい

ろな程度のス トレスを含むと考え,それ故に,こ れら

の人生事件は個人の人格に重要な影響力を持つとし

た。しかし,一般的には,中年期における人生事件は

高年期への移行期での出来事として捉えられ,人によ

って個人的変異が大きいとされるが,従来の研究では

その点を確かめられていない。

日本の従来の研究では,商牟田・下仲 ら (1996)

は,認知的側面としての,過去のライフイベントに対

するポジテイヴまたはネガテイヴな主観的評価に注目

して研究した。中高年では家族関係と職業に関する過

去のライフイベントにおいて,ラ イフイベントの種類

により,自尊感情に対 して性差と主観的評価の影響が

認め,過去のライフイベントの発生に対する予測性

は,親子関係や夫婦関係などの家族との関係性に影響

されるとした。

木下 (1992,1995)は ,一連のイベント自体の予測

と行動調整の研究で,中年期の人々における,定年に

対する態度を取 り上げ,未来の出来事の特性を分析し

て,確定性と不確定性のどちらも現在の時間との一定

の時間的隔たりの幅である未来時間との分節の長さに

影響されるとした。下位尺度が見出された。定年に対

する態度では,予測のきっかけに関して「年月に気づ

く」「周囲から気づかされた」の 2つの下位尺度が ,
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勤労者が準備すべき事柄に関しては「家族関係につい

ての準備」「生活基盤の準備」の 2つの下位尺度が見

出された。また,丸島 (2002)の 研究は,ラ イフイベ

ントの経験の影響を受け,自 己概念の下位尺度である

達成因子と社会性因子が,精神健康と関連するとし

た。過去 1年間にネガティヴ・ライフイベントを経験

しない人は,日 頃からいろいろなライフイベントに対

処する自我機能が発達していて,ネ ガテイヴ・ライフ

イベントの発生を事前に防止するので,精神的健康で

あることを示唆した。一方,自 井 (2001)は ,時間的

展望の中の 1つ の概念である時間指向性を取 り上げ,

過去・現在・未来の相互関係についての信念体系によ

るところの過去・現在・未来の重要性の順序づけと定

義した。そして,時間指向性は,個人の生物学的・心

理的・生態学的・歴史的要因が相互に関連する。そし

て,個人の行動や意識を規定するような意味的関係で

ある文脈と時間指向性との相互作用や世代的要因との

相互作用によって発達と行動を動機づけるとした。例

えば,個人の自立や目標実現が重視される文脈では,

現在と結合したポジテイヴな未来志向が有効であると

特徴づけた。

上記の先行研究では,中年期における予測と準備に

ついて,ラ イフイベントとしてのネガテイヴな面が強

調された研究が多い。また,高年期と比較して中年期

の特徴について十分に言及していない。その上,個 々

の文脈の違いが予測と準備にどのような影響を与えて

いるのかという研究は,該当する先行研究は発見でき

なかった。しかしながら,実際の中年期の人々は,ラ

イフイベントをもっとポジティヴなものとして捉え,

将来の高年期を充実した約 20年間にするために様々

予測と準備を行っているのではないかと考える。そこ

で,今回の研究では,個人の自立や目標実現が重視さ

れる出来事について,中年期の人々が実際に行う予測

と準備についての実態を把握し,予測と準備の認知面

での評価を知るために,両者に対する主観的評価を取

り上げる。その上で,中年期特有の人生の出来事につ

いての予測と準備と,主観的評価との関係を調べ,精

神的健康への影響を考えようとするものである。

本研究では先行研究に倣い,こ こで取 り上げる中年

期は,一般的に成人期中期の始まりの平均と考える40

歳以上から成人期中期の終わりとする 60歳未満とす

る。また,高年期は,成人期後期の始まりのへ平均と

考える 60歳以上から死に至るまでとする。

本研究では,今回は,個人の自立や目標実現が重視

される文脈との将来の人生の出来事を取 り上げる。こ
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れは必ずしもス トレスを伴うものではなく,ポ ジテイ

ヴまたはネガテイヴな両面を持つ人生の出来事で,そ

の捉え方は,個 々の人格からの強い影響を受けない。

今回取り上げる出来事は,個人の自立や自己実現が

重視され,実現する時期が比較的確定し易いものであ

る。この場合,個人でその予測される内容が統制しや

すいので,将来に対する不安は低 くなり,あ る時期が

来れば予測や準備をすると考える。

本研究では,予測 (predicdon)と は,自 分や周 り

の人々の人生に何らか将来の出来事が起こるかどうか

を考えることである。ポジテイヴまたはネガティヴな

様々な側面の人生の出来事が起った時,その出来事を

検討 し結果が予測されるかという予測の能力によっ

て,その出来事に対する評価が決まり行動変容が可能

になる。

準備 (preparation)と は,将来の人生の出来事の予

測に基づき,現在ならび将来の行動調整することであ

る。このように,ま さに中年期では体力の衰えや時間

的有限感のなかで,今までの経験と現実対応能力の獲

得を踏まえた上で,現時点で自分に何が出来て,将来

において何が出来るだろうという予測と準備という現

実対応能力の再検討が必要となる。また,あ る出来事

がある結果をもたらすだろうという予測ができても,

その出来事に対して適切な行動がとれるかどうかとい

う準備の有無が問題となる。そして,人生の出来事が

重なりやすい中年期で,こ の現実対応能力が現実の生

活に適していない場合が,適応上の障害が起こる原因

の一つと考えられる。

予測は,その将来の出来事に対する主観的評価がポ

ジテイヴまたはネガテイヴであったり,主観的評価の

重要度が高かったりまたは低かったりすることに影響

されるだろう。また,その出来事を自分の力や意志で

統制できると考える主観的評価の内的統制が高い場合

には,予測はじやすいと考えられる。

一方,準備は,予想される人生の出来事に対して,

現在ならび将来の行動調整が,有効な対処方略である

と主観的評価をした場合には,準備の有効性が高いと

考える。この準備の有効性は,予測の主観的評価に大

きく影響されると考える。予測の主観的評価がポジテ

イヴであったり,重要度が高かったり,内的統制が高

い場合に,準備の有効性も高くなると予測する。
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2。 予 備 調 査

2。 1ロ ロ的

予備調査では,ラ イフイベントをストレスフルなも

のに限定せず,中年期の人々における,中年期から老

年期に向けて将来予想される様々な人生の出来事の予

測についての有無を調査する。その上で,その内容を

分類して,誰 もが予測すると考えられ,本研究の目的

に沿う,性質が異なる2つの出来事を選択するための

情報を得ることを目的とした。

2。 2.方法

①調査参加者 28歳 から60歳 までの男女。253名

(男性 98名 ,女性 155名 )

②調査期間 2004.H。 23～ 2005。 7.29

③調査項目の内容 将来の人生の出来事についての項
目

43項 目からなる H01mesと Raheの 社会的再適応評価

尺度 (Social RcattuStmennt Rating Scale:SRRS)に 使

われた項目を元に,夏 目・村田が作成 した勤労者 と主

婦対象のストレス調査表から,40歳から50歳 までの

男女合計 14名 に聞き取り調査し,「将来の人生の出来

事」についての項目を作成した。項目数 80項目で,4
件法で尋ねた。

④調査方法

(i)実施法 :調査紙を配布し,後日調査紙を回収。

(ii)過去の人生の出来事の有無の確認 :将来と過去

の人生の出来事との混同防止のため,将来の人

生の出来事の調査に先立ち,将来の人生の出来

事と同一項目で,過去の人生の出来事の経験の

有無を調査した。

2.3.結果

①有効回答数 :233名 (40歳～55歳 ,男性 88名 ,女

性 145名 )

②平均年齢ならび sD:平均年齢 49。 1歳 SD=3.53

③分析方法 :将来の人生の出来事 80項 目について,

KJ法で調査者ならびに心理専攻の大学院生ならび

に研修員の3人で分類した。将来の人生の出来事と

して「考えられる」として回答の多かった58項 目

を,KJ法により分類し,一致しないものは3人で

討議し,2人以上が一致するように評定した。

④分析結果 三3人の評定者間で協議し一致した以下の

10に分類 した。

夫婦や家族の関係   (2)生 活環境の変化

健康や死に関すること (4)子どもに関すること

第二の人生      (6)老 後の楽しみ方

金銭上の問題やトラブル (8)親の老後

退職・定年      (10)夢 の追求

(1)

(3)

(5)

(7)

(9)

3。 本 調 査

3。 1.目 的

本研究の目的は,中高年期における,こ れからの人

生で起こると思われる第 2の人生や退職・定年後の生

活についての人生の出来事を取 り上げ,半構造化面接

を行い,年代別・性別に,語 りの内容の分析から,そ

の出来事における文脈の違いにより予測のきっかけと

予測と準備の実態が多様で質的に異なることを明らか

にすることである。また,年代別・性別に,主観的評

価が準備の有効性に与える影響を調査するものであ

る。そして,その上で中年期特有の将来の人生の出来

事の予測と準備の特徴について探索的に研究するもの

である。

本研究で扱うのは,ポ ジテイヴまたはネガテイヴな

両面を持ち,捉え方によつては必ずしもス トレスを伴

うとはいえない,将来の人生の出来事である。

今回取 り上げる出来事は第 2の人生や退職・定年後

の生活についての人生の出来事である。この場合,個

人でその予測される内容が統制しやすいので将来に対

する不安は低 くなり,あ る時期が来れば予浪1や準備を

すると考えられる。ここで取 り上げる第 2の人生と

は,今までの価値観を捨て新 しい価値観を獲得 した

り,今まで属していた集団から離れたり新 しい集団に

属することである。退職後や定年後も自発的または強

制的に今まで属していた集団から離れ,今までの価値

観を捨て新しい価値観で生活をすることである。

また,本研究では,予測の主観的評価としては,研

究協力者にとっての将来の人生の出来事の予測に対す

る「ポジテイヴまたはネガテイヴな主観的評価」「重

要度の主観的評価」「内的統制または外的統制の主観

的評価」の 3つ を取 り上げる。また,準備について

は,研究協力者が予測した将来の人生の出来事に対す

る「準備の有効性」を取 り上げる。年代・性・出来事

が異なれば,準備の有効性に与える,こ れら3つの予

測の主観的評価の影響も異なると考えられる。
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3。 2口 方法

3。 2。 1.面接方法

研究協力者は,高年期男性 10名 ・高年期女性 10名

・中年期男性 10名 ・中年期女性 10名の合計 40名 で

あった。面接場所は,個人宅,大学の研究室,喫茶

店,シ ルバー人材センターの会議室,職場の応接場所

で行われた。所要時間は,15分 から 1時 間程度であ

った。実施時期は,2005年 H月 から,2006年 8月 の

10カ 月に亘って行われた。記録は,研究協力者の了

解が得られた場合に限り,面接内容の録音をとった。

面接者は,臨床心理学専攻の大学院前期課程の在籍中

の 50歳代前半の女性の研究者であった。面接は,研

究者自ら 1人で,第 2の人生や退職・定年後の生活に

ついての将来の人生の出来事の予測と準備についての

半構造化面接を行った。

3。 2。 2.分析方法

第 2の人生や退職・定年後の生活についての将来の

人生の出来事の予測のきっかけと予測と準備について

は,高年期 20名 と中年期 20名 の合計 40名 のインタ

ビューの内容を,筆者ならびに心理専攻の大学院生 ,

研修員の 3名 で KJ法で分類を行った。分類 して,一

致しないものは 3名で討議し,2名以上が一致するよ

うに再度評定した。

また,予測と準備に関しては,研究協力者に第 2の

人生または退職後・定年後の生活ならびに健康や死に

ついての予測の有無について尋ねた。「具体的に考え

ている」「考えているが,ま だ具体的ではない」との

内容の回答に対 しては,「予測可能群」と「準備可能

群」に分類し,予測することになったきっかけ・予測

の内容について,ま た準備することになったきっかけ

・準備の内容尋ねた。「全 く考えていない」との内容

の回答に対 しては,「予測 しない群」と「準備 しない

群」に分類し,予測や準備することになったきつかけ

・予測の内容について尋ねなかった。

第 2の人生または退職後・定年後の生活ならびに健

康や死についての予測の主観的評価・予測の重要度の

評価・予測の内的統制/外的統制の評価・準備の有効

性の主観的評価に関して,5件法を用い,面接中に内

容から研究者が評定した。

その後,第 2の人生または退職後・定年後の生活に

ついての予測の有無,第 2の人生または退職後・定年

後の生活についての予測のポジティブまたはネガテイ

ブな主観的評価,予測の重要度の評価,予測の内的統

制/外的統制の評価,第 2の人生または退職後・定年

後の生活ならびに健康や死についての準備の有無,第

2の人生または退職後・定年後の生活の準備の有効性

の主観的評価について,研究者ならびに心理専攻の大

学院生の 3名 で,逐語録と録音を資料として再度評価

し直した。その結果,一致率は次のようになった。第

2の人生または退職後・定年後の生活に関する各々の

一致率は 66.7%～ 100%であった。

3。 3口 結果

3。 3。 1.研究協力者の特徴

研究協力者の在住地域は,高年期女性 1名 ・中年期

Table l-1 高年期の研究協力者の基本属性

(人数)

高年期 男性 女性

年  齢

61～ 65歳
66～ 70歳
71～ 75歳

平均年齢

SD
66.5

3.41

65。4

3.34

結婚状況
配偶者有
死別

子どもの有無
有

無

〕字 歴

中学

高校

短大・大学

大学院

職   業

パー ト

会社員

自営業

元教員

人材センター

会社役員

医師

非常勤講師

主婦

Table l-2 中年期の研究協力者の基本属性

(人数 )

中年期 男性 女性

年  齢

45～ 50歳
51～ 55歳
56～ 60歳

平均年齢

SD
51.2

1.81

51.6

2.22

結婚状況
配偶者有

配偶者無

子どもの有無
有

無

学   歴
高校

短大 。大学

大学院

職  業

会社員

自営業

教員

主婦

学生
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男性 1名 ・中年期女性 1名 を除く,高年期ならびに中  大文字 A～ Jは高年期男性を,ア ルファベットの大文

年期の研究協力者 37名 は阪神間の都市部に在住また  字 K～ Tは高年期女性を,ア ルファベットの小文字 a

は勤務するものである。その特徴は以下に記述する。   ～jは 中年期男性を,ア ルファベットの小文字 k～ t

Table l-1は 高年期の研究協力者の基本属性を,Table  は中年期女性を表す。
1-2は 中年期の研究協力者の基本属性を示す。     (1)第 2の人生または退職後・定年後の生活ついての

3。 3。 2 予測のきっかけと予測の内容と準備の内容の    予測のきっかけと予測と準備の内容の分類

分類                     第 2の人生または退職後・定年後の生活ついて,予

第 2の人生または退職後・定年後の生活について研   測のきっかけは 13に ,予測の内容は 13,準備の内容

究者が取 り上げる事例が,予測のきっかけ,予測の内  は Hに分類された。

容,準備の内容の分類のいずれに該当するかを示した

(Table 2-1,Table 2-2,Table 2-3)。 アルファベットの

Table 2-1 第 2の人生や退職・定年後の生活についての,予測のきっかけの分類

予測のきっかけの内容 件数 高年男性 高年女性 中年男性 中年女性

①
②

③

④

⑤

⑥
⑦
③
⑨
⑩

⑪

⑫
⑬

自分又は配偶者の健康や死の問題

自分又は配偶者の退職や定年

子供の巣立ち

阪神大震災

過去の経験

周囲の定年話がきっかけ

若い頃の趣味の延長

ある年齢に達したこと

現在の仕事や活動の延長

親の介護

日々の′瞳しさ

子供がいないこと

きっかけ無し (将来の見通しがたたない)

D/E/G/H/1

К
　
　
蝸
　
　
Ｆ

Ⅳ O/P/Q

R

L
M/N

S

T

Й

ｅ
ｇ
酬

　

　

・Ｊ
　
ｈ
　
山

耐

ｐ／
　

１
　

　

ｎ
ｋ

ｒ
　

　

ｏ／ｓ

Table 2-2 第 2の人生や退職 0定年後の生活についての,予測の内容分類

予測の内容 件数 高年男性 高年女性 中年男性 中年女性

①

②
③
④
⑤

⑥
⑦

③

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

趣味の活動やボランテイアをする

自分又は配偶者の退職・定年後の生活の変化

配偶者の死亡後の,自分の生活の変化
進学や資格取得

海外滞在や海外交流

妻との旅行や趣味をもつこと

夫婦 2人での生活の仕方
大病後の生き方

晴耕雨読の生活

自分の気持ちに正直な生き方

友人を大切にした,現実を楽しむ生活
予測できない (考えられない)

予測できない (具体性なし)

D

A/C/J

B/G/1/F/H

E

L/M/O/Q/S
R
P/K/N/T

／ｇ

ｆ

ｂ
焼

〆

　

　

帷

ｍ
　

ｔ

s/o

Table 2-3 第 2の人生や退職・定年後の生活についての,準備の内容の分類

準備の内容 件数 高年男性 高年女性 中年男性 中年女性

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨

⑩
⑪

老後の生活や活動の,経済的基盤の確保
今までの趣味やボランテイア活動の延長

勉強の場の確保

運動をしたり,食事に気をつける
社会参加する

心の持ち方に気をつける

求職活動

夫婦で一緒の趣味を持つ

準備無し

準備無し

準備無し

F

C

H

B

A/D/E/G/1

J

Ｔ
酬
　
Ｎ
Ｋ
Ｑ
Ｌ

S/P/R

a/b/d/e/yd巧

g

ぬ

ｉ ｐ

町

ｒ

　

ｎ

　

ｔ

ｓ／。

ｍ
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3。 3。 3.年代の違いによる予測のきっかけと予測と準

備について

(1)年代の違いによる第 2の人生または退職・定年後

の生活の予測のきっかけ

年代別による第 2の人生または退職・定年後の生活

について,高年期の人の方が中年期の人より,自 分又

は配偶者の健康や死の問題が予測のきっかけになって

いるといえる (Table 3-1)。

Table 3-1 第2の 人生や退職。定年後の生活につい
てのきっかけ

中

自分又は配偶者の健康や死の問題

自分又は配偶者の健康や死の問題以外 20

①予測のきっかけが自分又は配偶者の健康や死の問題

である場合  事例 D 男性 70歳
その健康診断を,7月 に受けて 8月 に結果が出たのが ,
ちょっとしんどい病気があったんです。これはもう,な ん

ていうか,退職前も退職するまでも,毎年,我々は成人病
検査を否応なしにありますので,そ っちの方は異常も何も
なかったんです。健康そのもので,授業もしましたし,あ
のスポーツもしましたから,ま さに晴天の諄震ということ

で,驚いたんです。その,その通知の仕方もね。あの,本
当に事務室に電話がかかって,□□の担当の人が,『○○
先生,今からすぐにプライベー トの Faxを 送るから,Fax
の前で待っていてください。』ということで,Faxが入っ
た。何かと思って,そ したら,名前,病名を言いますと
ね。『慢性の白血病の疑いあり。白血球が非常に高い。』と

いう,そ ういう Faxですわ。すぐに,…。Faxの前で待っ
とってくれということだったんで。それで,す ぐに総合病
院で診察を受けて下さいということだったんです。そり

ゃ,その指示に従わないけませんから,私 らは雇われてま
すから。そういうことで,直 ぐに検査を受けに行ったら,
今言つたように,1曼性骨髄性白血病と診断されてしまっ

て。もう,何処にも自覚症状はないし。

人間科学研究編 (2008年 3月 )

①予測が自分または配偶者の退職・定年後の生活の仕

方の場合  事例 R 女性 64歳
主人は,も う第 2,第 3の就職で,だから収入は, どう
しても主人のを頼つていますので,主人の退職後どうなる
か?自 分の方はもう変わらないと思うのですが0・ 0。 そうで

すね。経済のやりくりみたいなことですね。週に3回 出て

いるんですけれどね。今,空いている日があるので,割 と
ゆっくりとできていると思いますが,私は,主人が家にい
てもいなくても,自分の用事があるときは出ますし,そん
なに変わらないですね。あんまりないですね。むしろ,主
人が休みの日とかいうことでは一緒に出かけたり,ち ょっ
と用事を頼んで出かけたりできますので,む しろちょっと
ラクというか。……・【略】・……もしか私がだめなときは,
主人に頼めるとか,あ の,ち ょっと助かります。いててく
ることよく主人が毎日居られたら,毎 日いるようになった
らわかりませんけどね。

④予測できない (考えられない)場合  事伊Is 女
性 50歳

あまり考えないです。〈あまり考えられていないという
ことですが,その理由はなんですか ?〉 考えても仕方がな
いし,な るようになるんかな―と思ってます。くなるよう
になるということですか ?何かしようとか,将来ぼんやり
とした気持ちとかは,お ありでしょうか ?〉 どれもあんま
りないです。

(3)年代の違いによる第 2の人生または退職・定年後

の生活の準備

①準備が社会活動の場合  事例 K 女性 62歳
たとえ私たちに健康上の問題が来なくても,老化は日を
追っていくので,それと並行した考えだと思うんですよ。
だから,元の生活に戻りつつあるのであれば,一般的な加
齢を追った,年 を追った考え方で行けば,壮健な人生を送
りたいと思いますので,社会参画をした体制でいきたいと
思っています。一般的な考え方かな,定年退職を目の前に
するとか。体の老齢化を感じると,家族構成の変化ですよ
ね。そういう一般的な人が辿つていく, どういうのかな,
『グランドフィナーレ』っていう言葉が私は好きですけれ

ど。孫ができるなり。体の,年齢的な兆候によると思いま
すね。私たちは,普通。比較的に恵まれた体で,主人の発
症がなければ,余 り感じない。メガネをかけだすとか, イ
ヤホンもいらないし,入れ歯でもないし。さほど感 じなか
ったけれども,配偶者のスペシャルなことから,急 きよ一
足飛びに。考えてみようと。考えることは,早ければ,早
いほど良いと思いますよ。考えておくべきことだと思いま

すね。

②準備をしていない場合

女性 64歳

(成 り行き任せ) 事例 S

全然,い きなり来ることばっかしだったので,準備なん
か。石橋を叩いて渡るんじゃないんですよ。壊れそうな橋

でもバアーッと渡ってしまって,マ ンがよければ渡れてし
まったしね。途中で落ちることもあるしね。そういう1生格

だったので, もちろん準備も何にもしてないし,い きなり
やってくることばっかりだったんでね。泥縄っていうか ,

盗人をつかまえてから縄ないするみたいな,そ ういう人生
です。やつて来てからもう考える。だから大変だったけれ

ども,それだけ,実感として,いろんなことを潜 り抜けら
れたとかな ?そ れを前もってこうしてたら,楽だったかも

②予測のきっかけがない

場合  事例 a 男性
(将来の見通しがつかない)

50歳

いや,ま だしっかりと考えてないですね。おそらく, ま

あ今の私の勤めているところは,60歳 ぐらいまでなんら
かの形で仕事があるはずなので, どこかに出向するとか ,

あと 10年あるんですよね。ひょっとすると65歳 ぐらいま

で,仕事があるかもしれない。ということは,ま だ 15年
ありますね。だから,さ らにその後を考えるのはまだとち
よっと早いかな―。〈第二の人生とかいうのは,そ れより
後ということですか ?〉 仕事からリタイアした後ですね。

〈考えるきっかけというのは,今はないのですね ?〉 例え
ば,60歳 まではたぶん行ける, ミニマムで行けるはずな
ので。55歳 ぐらいなったら,そ ろそろ考え始めるんだろ
うな―と。…… 【略】……。まあ,5年 ぐらいでリタイアか
なと思つた頃。55歳 ぐらいなのか,65歳 まで行けると思
ったら,60歳 だし。

(2)年代の違いによる第 2の人生または退職・定年後

の生活の予測
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しれないけれど,そ こで行き詰まったら,次があれかもし
れないけれども。無い所にドーンときたんで大変だったけ

れども,それが前が開けた時がものすごい嬉しい。そんな
感じだったですけど。

3.3。 4 性別による予測のきっかけと予測と準備につ

いて

(1)性別による第 2の人生または退職・定年後の生活

の予測のきっかけ

①予測のきっかけが子どもの巣立ちである場合

例 t 女性 53歳

子供の自立 ?本当に私みたいに,9年間いなくて,虐、子
を溺愛してしまうとどうしても私の息子っていう,す ごく
なんていうか,自分のものだとこうしているとよく気づい

たりしますし,そ うであってはいけないなと思いつつ,つ
いついしていたかもしれません。独立し,あの,あ っ,一
度大変な事件がありました。高 3の時に,虐、子が叫んだん

です。すごい涙ながらに,その時に,私は目が覚めたんで

すね。…… 【略】……・『今までもいつも我慢していたけれ

ども,いつも俺の前に立ちはだかっている。』と,で ,『こ
れからも,僕の人生にいつもそうやって,俺の思いと,え
っ―と,潰 してまでも,介入してくる気か !』 というの
を,も う初めてです。涙を流して,す ごく激怒したんで
す。激怒して,私,あの時に目が覚めました。…… 【略】
……あッ,そ うだと。それから,『俺のすることには, も
う関わつてくれるな。頼んだことだけをやってくれ !』 の

で,高 3だつたので,余計にそうだつたのかもしれません
が,あ の,『俺のいちいち,自 分の思いと違うことを,母
としての,あの威圧というか,覆いかぶさるところをやめ
てくれ !』 というのを,初めてものすごく泣いて,涙 を流
して激怒したのに,私は目が覚めまして,びっくりしまし
た。

(2)性別による第 2の人生または退職・定年後の生活

の予測

性別による第 2の人生または退職・定年後の生活に

ついての予測において,男性 も女性 も予測 しているこ

とがわかった (Table 4-1)。

Table 4-1 第 2の人生や退職・定年後の生活につい

ての人数

男性 女性

予測有 り

予測無 し

①予測が進学や資格取得の場合

歳

事例 k 女性 50

いま学生してるので,卒業してからの自分つていうこと
かな !仕事をしていきたい。具体的にはないんですけど,

仕事,今,子育て支援をいうか,それの仕事はしてるんで
すが,そ この仕事の中に,臨床心理学的なものを少し組み
込み事はしてるんですが,そ この仕事の中に,臨床心理学
的なものを少し組み込みながらやっていきたいということ

と,他の仕事にも,専門的な仕事にもうちょっと目を向け
ていきたいということです。加え,組み入れていくこと
と,あ と,そ この仕事から離れるかもしれないし,別の,

③予測が妻との旅行や趣味をもつことの場合  事例
i男性 51歳

そんなに具体1生はないですけれども,ある意味,夢みた
いなもんですね。一つは,自分の好きなことをしたい。さ

っきも言ったことだけれども。音楽やってましたから,趣
味として楽器を始めたいのがありますし,それと,家内に

は,何 もしてあげてないので,退職後は二人で旅行ね,で
きれば良いと思って言ってますけど。

⑤予測できない (考えられない) 事夕lb 男性
歳

まだ現実味を帯びていなので,あ まり考えていません。
〈具体性が無いということですね。もし第二の人生が起こ

るとしたら,い つ頃でしようか ?〉 いつごろ ?難 しいな

あ?60代前半。〈一応,それでよろしいですか ?その第二

の人生を考えるっていうきっかけつていうのはあります

か ?〉 ないです。〈どうして,ま だ考えることができない

のですか ?〉 難しい !本当は考えないかんのやけど, ま

だ,自分では別の物やという感じ!だめなんだろうと思う

が。年齢的にはね,自 分では。〈別のもんという気がす

る。〉だめでしょうか?〈 いろんな人生があるので。実感

として,湧かないっていうことですかね。〉そんなとこで

すね。

(3)性別による第 2の人生または退職・定年後の生活

の準備

性別による第 2の人生または退職 0定年後の生活に

ついて準備なしの場合は,男性の方が女性の方より準

備をしないことがわかった (Table 4-2)。

Table。 4-2 第2の 人生や退職・定年後の生活につい
ての人数

男性 女性

準備無し

準備有 り

①準備が今までの趣味やボランテイア活動の延長の場

合  事例 M 女性 70歳 ,

レッスンは受けますよね。ずつと。準備といえば, レッ

スンはずっと受けてますよね。え―, レッスンは受けます

ね。それは,そのグループで。○○には,その,**つ て
いうグループがあるんです。その朗読ボランテイアの。そ

こに,先生が,い らっしゃる。この先生も,自分も朗読者
なんですよ。元女優さんです。…… 【略】……。ボランテイ

アではないんですよね。我が**に は,みんなに,新 しく
入つてくる人に言うんですけど,『 自前で,先生がいるん

よ。』というのは,30年前,我々と一緒にスタートした人
で,今や,70い くつの人なんだけれども,自 分も,ま た
プロとしてやってはるから,教えてくれるし,あの,読み

方も教えてくれるし,ボランテイアもしてるから,ボ ラン

テイアの悩みも解ってるんですよ。だから非常にありがた

い存在です。…… 【略】……。そこへ入っていつて,初めて

学ぶ楽しさ,それを学校の時に勉強するっていうか,学ぶ

楽しさ言うのはなかったんですよね。それが,自分のする

事

それはちよつと具体的には考えてないんですが,

っと仕事に広がりをもっていけたらいいなと…。
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|こ とに結びつくし。だから,学ぶ楽しさを覚えましたね。 |

②準備が運動をしたり,食事に気をつける場合  事
例 r 女性 57歳

それでパー トの仕事を辞めて,そ うすると,ど うしても
体を動かすということが少なくなって,近 くを40分歩い
ているのはその時分から少 しずつから始めていたんです

が。もともと腰痛もちなので,あ の歩くっていうことを先
生からお医者さんから勧められていたので,勤めていたと
きはそんなに時間がなかったので,時間ができてからウォ
ーキングっていうことを始めたんです。負担かからずにで

きるということですね。何かツッアーがあれば,参加 した
いと思つているんですが。それと,子供に将来余り迷惑を
かけたくないっていう意味も,ち ょっと含まれていますけ
れどね。…… 【略】……。万歩計つけてね。 10分 で千 2百

歩。大体 40分位,だから,5000ち よっと位は歩 くように
は…。毎日ではないんですけれどもね。それと体型維持に

もつながります。

⑤準備なし 事例b 男性 51歳
ないです。難 しい !本当は考えないかんのやけど, ま

だ,自分では,別の物やという感じ !だめなんだろうと思
うが。年齢的にはね,自 分では。〈でも,別のもんという
気がする。〉だめでしょうか ?〈 実感として,湧かないっ
ていうこと ?〉 そんなとこですね。〈第二の人生につい

て,準備するとかそういうことは考えていない ?〉 そうで
すね。

3.3。 5口 第 2の人生または退職後・定年後の生活なら

びに健康や死についての予測の主観的評価と

準備の主観的評価の結果

第 2の人生または退職後 0定年後の生活における,

準備の有効性についての主観的評価の回答者の,予測

の主観的評価「ポジテイヴまたはネガティヴな主観的

評価」「重要度の主観的評価」「内的統制または外的統

制の主観的評価」の得点について,1点 2点 を低群,

Table 5-1 第 2の 人生または退職後や定年後の生

活について,高年期の予測の主観的評
価 【PON】 の人数と割合

低群 高群

人数 1

% 20 70

Table 6-2 第 2の人生または退職後や定年後の生
活について,中年期の予測の主観的評
価 【重要度】の人数と割合

Table 5-3 第2の 人生または退職後や定年後の生

活について,高年期の予測の主観的評
価 【内・外】の人数と割合
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3点 を neutral(n),4点 5点 を高群とした。その結果

を,下言己に示 した (Table 5-1～ Table 5-3,Table 6-1

～Table 6-3)。

第 2の人生または退職後・定年後の生活における,

準備の有効性についての主観的評価の回答者は,予測

の主観的評価の「ポジティヴな主観的評価」が高 く

「重要度の主観的評価」も高かった。

3。 4.考察

3。 4。 1.年代別の予測のきっかけと予測と準備の特徴

(1)第 2の人生や退職・定年後の生活の予測のきっか

けと予測と準備について

高年期では,予測のきっかけが自分または配偶者の

健康や死の問題である場合が 20件 中の 9件あり多い

ことが特徴である。このことは,高年期の人々にとっ

ては,時間の有限感を実感して死はもはや避けられな

いことから,自 分または配偶者の健康や死の問題を切

実に受け止めるので予測のきっかけになると推測され

る。一方,中年期では,予測のきっかけは,50歳 台

前半では具体性はない。これは,子 どもの巣立ちの見

通しや退職や定年という未来時間の分節がまだ不確実

なことに影響されている推測される。

予測については,高年期では,趣味の活動やボラン

ティアをする場合,自 分又は配偶者の退職・定年後の

生活の仕方の場合,配偶者の死亡後の自分の生活の場

合と 3つ の分類に 19件 が集中していた。中年期で

は,予想の内容が集中すること無 く,進学や資格取

得,海外滞在や海外交流等 9つ に分類された。中年期

Table 6-1 第2の 人生または退職後や定年後の生
活について,中年期の予測の主観的評
価 【PoN】 の人数と割合

低群 高群

人数

% 100

Table 5-2 第 2の人生または退職後や定年後の生
活について,高年期の予測の主観的評
価 【重要度】の人数と割合

Table 6-3 第 2の人生または退職後や定年後の生
活について,中年期の予測の主観的評
価 【内・外】の人数と割合

低群 高群

人数

% 100

低群 高群

人数

% 100

低群 高群

人数

% 20

低群 高群

人数 1

% 25 8.33 66。 67



では,老後の何からの趣味やボランティア又は仕事を

模索したり準備している段階なので,予測の内容が多

様性に富むと推演1さ れる。

準備については,高年期では準備は老後の生活の経

済基盤の確保である。これに対して,中年期で準備が

されている場合,老後の自分流の生き方を考えてい

る。また,準備が社会活動の場合は定年後にも準備し

ており,未来時間の分節から考えると直前又はその時

点を迎えてからであることが明らかになった。準備を

していない場合でも,高年期では人生は予想どうりに

上手 くいかないことを経験 している。そして,『準備

をしなくても何とか出来た』という葛藤を調整して対

処できるというコントロール感の自信に裏打ちされた

上で,準備をしないと示唆された。この場合が成り行

き任せで準備しないということになると考えられ,予

測や準備しないことが必ずしも不適応につながるとい

えないと推測される。これに対して,中年期ではまだ

子どものことなど優先してするべきことが多くて,ま

だ自分の老後を考える年齢までに至って無いので準備

は出来ないという場合が多い。この場合は,本下

(1992)に よる未来の時点とイベントに対応する未来

時間の分節の関係は,時点が遠くになるつれイベント

の具体性がなくなることが,準備についても言えるこ

とが示唆された。

3。 4。 2.性別の予測のきっかけと予測と準備の特徴

(1)第 2の人生や退職・定年後の生活の予測のきっか

けと予測と準備について

子どもの巣立ちが第 2の人生の予測のきっかけにな

っているのは,中年期の特徴である。男性の場合は子

どもが成人に達し親の責任が軽くなるという意味が大

きい。それに対し,女性の場合は,子 どもが巣立つ喜

びより自分手から離れてしまう寂しさ―空の巣症候群

―を感じて,子 どもの成熟を手放しで喜べない状況も

ある。この場合は,親 としての発達的課題で生じた葛

藤を上手くコントロールできなかったと考えられる。

予測については,男性が 17件 ,女性が 18件 とほと

んどの人が予測していた。その内容は,男性は退職や

定年後の生活の仕方の関するものが 6件あったが,実

際にその時期が来るまでは具体的に予測していない場

合がほとんどであった。それに対して,女性は子ども

の巣立ちという未来時間の分節によって,今後の人生

の生き方を模索し予測し始め,趣味の活動やボランテ

ィアをしたり,進学や更なる資格習得を目指したりし

ている。これは,Neuga■ en(1968)の 指摘のよう

に,女性は男性に較べて,中年期の最も顕著な特徴と
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して,自 由な時間が増えたと感 じていることを裏づ

け,自分の趣味に時間を使えるようになったことを推

演1で きる。中年期で,女性は子どもの巣立ち後の自由

な時間の増えるに伴い,新 しい方向での才能や能力を

発揮 しようとする自己実現の表れを示唆している。ま

た,予測が妻との旅行や趣味を持つことの場合や予測

が夫婦 2人での生活の仕方の場合のように,中年期で

夫婦関係の再構築を行う方向妻の病気や子どもの巣立

ちをきっかけに,中年期で夫婦関係の再構築を行う方

向性の例がある。

予測できない場合は,男性では退職や定年まで,女

性では子どもの介護終了や巣立ちの時期が未定という

未来時間の分節を実感として捉えられない場合であ

る。いずれも男女共に質的には違う内容ではあるが ,

予測できないことに未来時間の分節の時点までの長さ

が影響していることが推測できる。

実際の準備の内容については,準備が今までの趣味

やボランテイア活動の延長の場合のように,女性の方

が中年期で高年になるまでの老後の時間の過し方をは

っきりと意識し,準備もより具体的である。これは,

女性のほうが自由な時間が多いからと考えられ, これ

らの準備も男女共に,過去の経験に影響されているこ

とが推測される。準備がより具体的である例として,

準備が勉強の場の確保の場合で,子育て後に勉強のや

り直しを意識している。男性は,中高年期で,再度勉

学の励むという予測は今回の面接の中ではなかった。

このような事実は,男性に較べて,子育て後は女性の

方が自由な時間が多いからと考えられる。準備が運動

をしたり食事に気をつける場合は,同 じ女性であって

も,準備が質的に多様である。女性の方が健康に対す

る捉え方が,体力の衰えだけでなく食生活まで注意が

広いためと推測される。準備が′亡ヽの持ち方に気をつけ

る場合では,Neuganen(1968)の 指摘のように,女

性は中年期で自己概念に於ける変化が起こるためと推

測される。

準備無しの場合については,予測をしている人が男

女共に多いが,女性は 6件 しか準備をしていないのに

対 して,男性の 14件が準備をしていない。つまり,

男性の方が女性より準備をしていないのが大きな特徴

であることが明確になった。例えば,男性は配偶者に

先立たれることをあまり予測していないので,自 分の

一人の老後の生活について準備が出来ないと考えられ

る。また,男性は退職や定年後の生活という未来時間

の分節に実感が無いので準備できない場合が多いと考

えられる。成り行き任せで準備なしの場合,男女共に

平岡 真理 :中高年期における将来の人生の出来事の予測と準備について
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中高年期で,元来準備をしない性格だから準備をしな

い性格と,準備をしなくても何とか切 り抜けてきたと

いうコントロール感に裏付けられた自信に裏打ちされ

た経験から,準備をしない場合があることが推測され

る。

3。 4。 3日 総合考察

中年期での予測のきっかけと予測と準備の特徴は,

内容の分析から,高年期への予測と準備の移行期であ

ることが検証された。また,中年期での予測のきっか

けと予測と準備は生物学的時間年齢に影響されず,異

なる人生の文脈の中で考えられ,さ まざまな環境によ

って異なった変化のパターンが今回の面接の中で見ら

れた。さらに,中年期では,予測のきっかけ・予測・

準備が全て一般化出来ないが,む しろ高年期より質的

に多様性に富んでいることも明らかになった。そし

て,その質は個々のライフサイクルの中で検討される

事柄であり, しかも個々のライフサイクルのタイミン

グが違うことが明らかになった。これらの点は,Neug―

anen(1968)や SantrOck(1992)に よって,指摘され

ていた中年期の特徴と合致するものであった。

第 2の人生や退職・定年後の生活においては,高年

期では,自 分又は配偶者の健康や死の問題が予測のき

っかけになっている場合が半数近くあり,時間の有限

感をしっかり実感 して『死』を意識 している。 しか

し,中年期では自分や配偶者の大病や死を経験はまだ

身近に経験することは稀なので,時間の有限感を感じ

始めているものの『死』をまだ実感として捉えてはい

ないと考えられる。

子育てを終えた高年期女性には見られないが,一般

的には 40歳代から60歳代までに大半の中年期女性で

見られる予測のきっかけの特徴が ,『子 どもの巣立

ち』である『子どもの巣立ち』は,子 どもの世代にと

っては自立を意味し,親の世代にとっては子離れをし

て自分たちの老後への精神的な準備を始めることを意

味する。今回の事例に示されたように,その文脈によ

っては,ネ ガティヴなライフイベントとして経験され

る反面,ポ ジテイヴなライフイベントとしても経験さ

れることが明らかになった。ネガティヴなライフイベ

ントとして経験され場合は,子 どもが家を離れること

を親の人生における転換や発達の好機と捉えられず ,

親としての一つの課題を成し終えたこととは感じるこ

とが出来ず,親であることの満足感は子どもの成長に

関わらず持続するとは考えられない。そして,『子ど

もの巣立ち』によって,も う子どもは自分のコントロ

ールの出来る存在ではないと感じることから生じた葛
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藤が,『空の巣症候群』 という形で現れると考えられ

る。

しかし,一般的には,『子どもの巣立ち』はポジテ

イヴなライフイベントとして経験され,親の人生にお

ける転換や発達の好機として捉え親としての一つの課

題を成し終えたことと感じ, しかも親であることの満

足感は子どもの成長に関わらず持続することも示唆さ

れた。

次に,逆 に中年期女性には見られないが,高年期女

性で見られる予測のきっかけが,若い頃の趣味の延長

である。この場合,語 りの内容分析より女性にとつて

趣味を持つことが,子 どもの巣立ちを想定してライフ

サイクルの長いスパンの中で考えられるきっかけにな

っていることが明らかになった。これに対して男性で

は,中年期・高年期いずれの場合もこのような傾向は

本研究では認められなかった。このことは Neugatten

(1968)が指摘 しているように,女性は男性 と異な

り,自 分の年齢の位置を家族のサイクルの中の出来事

の時間的時期と結びつけて説明する傾向があるためと

解釈される。

第 2の人生や退職・定年後の生活においては,予測

は,高年期では,自 分又は配偶者の退職・定年後の生

活の仕方と配偶者の死亡後の自分の生活を挙げたもの

が半数以上ある。高年期では,自 分又は配偶者の退職

・定年・死という未来時間の分節をはっきり実感とし

て捉えた上で,自 由な時間を十分に手に入れて,そ こ

で起こる葛藤を調整してコントロールする方法として

の趣味の活動やボランティアをするという予測が行わ

れると推測される。しかし,中年期では,ま だ自由な

時間を十分に手に入れるような段階にはまだ至ってい

ないと考えられる。

中年期が自由な時間を十分に手に入れるような段階

の途中だと考えられることは,中年女性にみられる進

学や資格習得の例や自分の気持ちに正直な生き方とい

う予測の場合に見られる。これは,Neugatten(1968)

の次の記述に表されていると考える。中年男性と比較

して,ほ とんどの中年女性の最も顕著な特徴として,

自由な時間が増えたと感じ,自 分に使える時間やエネ

ルギーが増えたばかりでなく,“ 自己概念 “に於ける

変化にも満足している。既婚未婚にかかわらず,典型

的なテーマとして,中年期は新しい方向性での潜在的

な才能や能力を発揮する時期に始まりであるというも

のだ。このような模索の時期であることから,中年女

性の予測や準備の内容に多様性が認められたと考えら

れる。



第 2の人生や退職・定年後の生活においては,準備

は,高年期,中年期共に特徴的な準備は見られなかっ

た。しかし,準備をしないことの内容を分析したとこ

ろ,高年期では予測や準備の有無にかかわらず,想定

外の出来事が人生に起こり乗 り切った経験から準備を

しなくてもコントロールできるだろうという自信があ

ると推測された。これは,Neuganen(1968)に よる

中年期で人格の実行過程と呼ばれる重要なものを獲得

した結果であると考えられる。それは,自 己意識,選

択性,操作の巧みさ,環境のコントロール,統御力 ,

コンピテンス,認知的方略の幅広いものであるといわ

れている。しかしながら,実際にどのようにしてどの

ような能力を中年期で獲得 して高年期に至ったのか ,

今回の面接からは解明できなかった。今後の研究で

は,そのフ点を確認することも課題の一つであると考え

られる。

一方,性別から準備をしないことについて考えてみ

ると,男女共に予測をしているが,男性は女性に較ベ

て準備をしていないことが明らかになった。Neugarten

(1968)に よれば,中年女性とは対称的に,中年男性

は家族との文脈から離れて,現在の手掛 りで中年期の

始まりを理解するとされる。そこで,男性は家族との

文脈から離れて自分に関した文脈のみからの予測とい

う反応で終わるが,女性は家族との文脈から予測をす

るので予測から生じる家族に影響を与える問題を受け

止め,時間を費やして起こりうる可能性を検討し,予

測することが起こった結果を想定して判断や予測や行

動にフイードバックを行った上の準備を行うのではな

いかと推測される。そのため,本研究で明らかになっ

たように男性は予測するが準備をしないのであり,女

性は予測しその結果を判断や予測や行動にフイー ドバ

ックするので,準備することになると考えられる。今

後の研究では,予測し結果を判断や予沢1や行動にフイ

ードバックすることが準備することに結びつくのか ,

また,こ のような一連の流れがコントロール感を獲得

することにつながるのかという検討が必要と考える。

さらに,本研究で,準備の有効性と予測の主観的評

価との関連から,ほ とんどの場合,予測の主観的評価

はポジティヴで重要であると示唆された。しかし,予

測のきっかけの文脈を検討することで,人生の出来事

はポジティヴなライフイベントとしても,ネ ガティヴ

なライフイベントとして経験されることが明確になっ

た。

そこで起こる変化がもたらす葛藤に対し調整しコン

トロールできると感じたときには,ポ ジティヴなライ
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フイベントとして捉えられると考えられる。逆に,変

化がもたらす葛藤に対 し調整しコントロールできない

と感じたとき,ス トレスを伴いネガテイヴなライフイ

ベントとして捉えられると考える。このように,同 じ

予測のきっかけでも,文脈によつて捉え方が異なり,

ライフイベントがもたらす変化からの葛藤に対して調

整しコントロールできるかどうかで,ポ ジテイヴにで

もネガテイヴにでもなることが推測される。こうした

事実は,今後のライフイベントに関する研究では,必

ず,そのイベントが起こった文脈を考慮していく必要

を認めるものである。

予測と準備に関しては,年代別や性別の分析から,

出来事の質によつて予測の内容や多様性に大きな違い

があることが明確になった。今回取 り上げた,1つ 目

の第 2の人生や退職・定年後の生活についての人生の

出来事は,個人の自立や自己実現が重視され,実現す

る時期が比較的確定し易いものとされた。当初,こ の

場合,個人でその予測される内容が統制 しやすいの

で,将来に対する不安は低 くなり,あ る時期が来れば

予測や準備をすると考えられた。予測と準備に関して

は,個人の自立や自己実現が重視されるので,その質

は多様性に富んでいた。特に,中年期の女性では子育

てが終了し自由な時間を得て,こ れからの後半の人生

を模索中であり,こ の傾向は強かった。また,こ れら

の人生の出来事は,実現する時期が比較的確定し易や

すく個人でその予測される内容を統制して,あ る時期

が来れば予測や準備し易いと当初は考えられた。しか

し,実際は,実現する時期が比較的確定し易いものか

かわらず,予測はしても準備をするものは少なく,男

性,特に中年男性ではその傾向が顕著であった。男性

は退職や定年といった未来時間の分節が明確であって

も,その時期にならないと実際は予測しないことが推

測され,さ らに準備までは至らない。未来時間の分節

が長すぎると,予測しても準備への情報としてフイー

ドバックが難しいので準備し難いのか ?こ の点は今後

も引き続き検討する必要がある。

また,第二の人生や退職・定年後の生活についての

人生の出来事と健康や死についての人生の出来事に共

通して,予測と準備の内容が過去の経験に影響されて

いることも明らかになった。これは,予測についての

動機づけが高ければ,予測に関連した過去の経験を選

択して,予測することが起こつた結果を想定して判断

や予測や行動にフイードバックを行ったときの情報と

して選択された過去の経験が影響し,準備を行うので

はないかと推測される。この点も,今後の研究で確認

平岡 真理 :中高年期における将来の人生の出来事の予測と準備について
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す る必要がある。

最後に第 2の人生または退職後・定年後の生活つい

ての,予測の 3つの主観的評価の得点 (ポ ジテイブ評

価群・ネガティブ評価群)(高重要度評価群・低重要

度評価群)(内的統制評価・外的統制評価群)と ,準

備の有効性 (高準備有効性群・低準備有効性群)と 準

備の結果については,準備の有効性について回答 した

場合は,ポ ジティヴで重要な主観的評価をしているこ

とが示された。これは,将来の人生の出来事をポジテ

イヴで重要なものとして捉えているためで,今回の研

究協力者の精神的健康度が高いためと推測される。ま

た,以下のように考え,今回は統計的処理を行わなか

った。

まず,データ数が少なく,ま た,Table 2-1の 高年

期の研究協力者の基本属性 ,Table 2-2の 中年期の研

究協力者の基本属性が示すように,研究参加者は学歴

や地域性,年齢等に偏 りがあ り,かつ任意参加でボラ

ンテ ィアバイアス もかかっている。そこで,む しろ

個々の面接で得 られた,広い人間関係や生活状況など

の様々な文脈を検討することが,予測 と準備に関する

広い情報が得られると判断 した。
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